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■研究題目 

国立及び公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法

の与党と政府部内の調整過程 

■研究代表者・分担者 氏名 

 伊藤 愛莉（教育政策科学コース）（代表者） 

■研究成果概要（目的、実施内容、結果、今後の課題など） 

〈目的〉 

2021 年現在、教員の働き方改革が関心を集めている。教員の働き方に関連する法令と

して「〔国立及び〕公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法（〔〕

内制定時、以下給特法）」がある。給特法は教員に対して時間外勤務手当を支給しないこ

と、本俸の 4 パーセントに当たる教職調整額を支給することを定めている。これは労働

基準法からみても異例の法律である（萬井 2009、高橋 2019）。現在の世論は給特法に批

判的であり、教育学者からも給特法の見直しを求める動きがなされた。このように議論が

なされる給特法はなぜ成立したのだろうか。 

給特法に関する先行研究としては、文部省や教職員団体の年史（文教制度調査会 1972、

日本教職員組合 1997、全日本教職員組合 1997）、法令解説（文部省初等中等教育局内教

員給与研究会 1971）、日教組側のロジックをまとめたものがある（荒井・丸山・田中 2019）。

そのほか自民党と日教組の関係の一部（山崎 1986）、教員の専門職化への政治の役割（丸

山 2007、2015）を論じる上での言及がなされている。近年、人事院のかかわりを示唆す

るもの（平井 2020）もみられるが、先行研究の多くは単一アクターへの着目か、自民党、

文部省、日教組の三者での理解にとどまっており、多元的アクターの調整がなぜ可能だっ

たのかに答えることができない。 

教員給与政策に関わらず、教育政策の分野では限定されたアクターの分析が中心であ

り、多元的アクターを考慮したものはわずかである（Schoppa 1991=2005）。さらに、教

育改革の政治過程研究の必要性が主張されている（村上 2009）。なお、給特法と類似した

骨子を持ちながらも 1968 年に廃案となった教育公務員特例法の一部を改正する法律案に

ついて、多元的アクターに着目してその利害調整の複雑さを示したものがあり（伊藤 
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2019）、給特法を対象としても多元的アクターに着目してどのように利害調整がなされた

のかを明らかにする必要がある。 

教員給与政策にとどまらない政策過程の先行研究に射程を広げれば、政策課題が絞られ

ると政策が実現し（Kingdon 1984=2017）アクター数が増えるほど政策をめぐる利害調整

が困難になることが指摘されている（Tsebelis 2002=2009）。 

 

〈実施内容〉 

 そこで本研究では、1971 年 5 月 24 日に成立した給特法の政策過程を対象に、多元的な

アクターの利害調整がどのように行われたのかを分析する。特に与党自民党と政府部内の

調整がいかにしてなされたのかを明らかにするため、1968 年 5 月から 1971 年 2 月の給特

法案が国会提出に至るまでの立案過程に重点を置く。着目するアクターは、自民党執行部、

自民党文教部会、文部省、人事院、労働省、自治省、法務省、日教組、管理職団体を対象

とする。分析に用いた資料は、国会議事録、官報、国立公文書館所蔵文書、内外教育、朝

日新聞、読売新聞、毎日新聞、各種法令解説である。分析にあたってはアクター数、政策

争点、政策課題を分析視角とした。 

 

〈結果〉 

 給特法の政策過程の分析からは以下のことが分かった。第一に、給特法案が国会提出に

至るまでには 4 つの法案が作成されていたことである。そしてそれぞれの法案は、内容を

めぐるアクター間の対立だけではなく、大学問題といった国会情勢による議論時間の不

足、時間外勤務裁判の判決といった外的な要因によって、国会提出に至らない状況を繰り

返していた。第二に、法案が国会に提出されない状況を繰り返すうちに、続々とアクター

が政策過程に参入し、それに伴い政策課題の変容と争点の細分化が起きていた。各アクタ

ーは時間外勤務に対して何らかの措置をとるという大枠では合意していたものの、アクタ

ーの増加と政策争点の細分化、政策課題の変容により利害対立は複雑化し、アクター間の

利害調整は困難になった。第三に、給特法案の成案には人事院が重要な役割を果たしたこ

とが明らかになった。先述したように、給特法案の立案過程では、アクターの増加による

争点の増加、政策課題の複雑化が観察された。しかし、この過程を経ることで政策課題の

中心が教員給与問題に変容したことにより、人事院がイニシアチブをとれる状況となり、

一気に局面の打開につながっていったことが明らかになった。 

 

〈考察〉 

 以上の分析を踏まえ着目すべき点は、人事院が給特法の成立に重要な役割を果たしたこ

とである。人事院がほかのアクターよりも強いイニシアチブを発揮できるようになった背

景には、政策課題の中心が時間外勤務問題から給与問題に変容したことがある。このこと
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は特に対与党、政府部内の調整において重要な点である。政策課題が給与問題になると、

なぜ人事院がイニシアチブを発揮できる状況となるのだろうか。 

政策課題を時間外勤務問題とした場合、人事院は法案に対して強く意見を表明できる立

場になかった。なぜならば、人事院の所管はあくまで当時存在していた一部の国立学校の

教員であり、国立の教員に対しては時間外勤務に関する規定がすでに国家公務員法で定め

られていたからである。さらに、政策課題を時間外勤務問題とした場合、労働省が重要な

アクターとなる。労働省は、時間外勤務の存在を認める場合は時間外勤務手当を支給する

べきとの態度を示していたため、与党、教職員組合との調整を困難にしていた。 

一方、政策課題を教員給与問題とした場合、人事院は法案に対して強く意見を表明でき

る立場になる。なぜならば地方公務員である教員の給与は地方公務員法第 24 条により国

家公務員に準ずると解されていたため、当時存在していた一部の国立学校の教員の存在を

根拠として、間接的に地方公務員である教員の給与の決定に関わることができたからであ

る。 

 政策課題を給与問題とすることは政府部内のパワーバランスだけではなく、対与党の調

整にも有効であった。なぜならば給与問題であれば、人事院の権限である給与勧告を第三

者機関として国会と内閣に行うことができるからである。こうして、人事院が対与党との

調整でも政府部内での調整でも強いイニシアチブを発揮できる状況となったことが給特

法の国会提出を可能にした。 

 本研究の知見を現在の政策課題に引き付けると以下が指摘できる。政策課題の中心が時

間外勤務から教員給与問題に変容することは人事院の権限を強化し、給特法案の国会提出

を可能にした。しかし、これは根本的な政策課題であった時間外勤務問題が後景に退いた

ことを意味する。時間外勤務問題を解決する制度的な保障が不十分だったために、現在政

策課題として表出していると考えられる。また、国立大学の法人化により人事院が参入す

る余地がなくなったことは現在の政策課題の解決を困難にしているとみることができる

だろう。 

 

〈今後の課題〉 

 今後の課題として、第一に、政策争点ごとのアクターの連合関係を整理する必要がある。

第二に、アクターの政策選好を時系列で整理する必要がある。第三に、検察官等教員と同

様に時間外勤務手当が支給されない職種についてもその政策過程を整理し、特例法を認め

る状況に相違があるのか検討する必要がある。これらの作業により、教員給与政策の決定

構造をより理解することが可能となるだろう。 
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